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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 8日 (2006.9.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル 単 位 ８ ８ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ と 、 炭 素 数 が １ ～ ８ の ア ク リ ル 酸 ア ル キ ル エ
ス テ ル 単 位 ０ ～ １ ２ 質 量 ％ と を 含 む メ タ ク リ ル 系 重 合 体 で あ っ て 、 そ の 重 合 体 末 端 に 結 合
せ ず 硫 黄 化 学 発 光 検 出 器 付 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ で 求 め ら れ る
硫 黄 系 化 合 物 中 の 全 硫 黄 濃 度 が ５ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ り 、 且 つ 重 合 体 末 端 の 結 合 硫 黄 量 Ｘ （ 質
量 ％ ） が 、 下 記 式 （ １ ） の 範 囲 内 に あ る メ タ ク リ ル 系 重 合 体 。
７ ５ （ 質 量 ％ ） ≦ （ Ｘ ／ ３ ２ ） × Ｍ ｎ ≦ １ ０ ０ （ 質 量 ％ ） 　 　 　 （ １ ）
（ 式 中 、 Ｍ ｎ は メ タ ク リ ル 系 重 合 体 の 数 平 均 分 子 量 を 表 す 。 ）
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 要 旨 は 、 メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル 単 位 ８ ８ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ と 、 炭 素 数 が １ ～ ８ の ア ク
リ ル 酸 ア ル キ ル エ ス テ ル 単 位 ０ ～ １ ２ 質 量 ％ と を 含 む メ タ ク リ ル 系 重 合 体 で あ っ て 、 そ の
重 合 体 末 端 に 結 合 せ ず 硫 黄 化 学 発 光 検 出 器 付 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ で 求 め ら れ る

硫 黄 系 化 合 物 中 の 全 硫 黄 濃 度 が ５ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ り 、 且 つ 重 合 体 末 端 の
結 合 硫 黄 量 Ｘ （ 質 量 ％ ） が 、 下 記 式 （ １ ） の 範 囲 内 に あ る メ タ ク リ ル 系 重 合 体 に あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の メ タ ク リ ル 系 重 合 体 は 、 そ の 重 合 体 末 端 に 結 合 せ ず 硫 黄 化 学 発 光 検 出 器 付 ガ ス ク
ロ マ ト グ ラ フ ィ で 求 め ら れ る 硫 黄 系 化 合 物 中 の 全 硫 黄 濃 度 が ５
ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ る 。 ５ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ る と 、 そ の 成 形 品 が 黄 帯 色 す る こ と な く 無 色 透 明 性
に 優 れ た 材 料 と な る 。 ３ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 低 い 方 が よ り 好 ま し い 。 な お
、 本 発 明 に お け る 「 ｐ ｐ ｍ 」 は 「 （ 質 量 ） ｐ ｐ ｍ 」 を 意 味 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に お け る 重 合 体 末 端 に 結 合 せ ず 硫 黄 化 学 発 光 検 出 器 付 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ で 求 め
ら れ る 硫 黄 系 化 合 物 中 の 全 硫 黄 濃 度 と は 、 メ タ ク リ ル 系 重 合 体
を ア セ ト ン や ク ロ ロ ホ ル ム 等 の 良 溶 媒 に 溶 解 後 、 メ タ ノ ー ル や ｎ － ヘ キ サ ン 等 の 貧 溶 媒 に
て ポ リ マ ー を 再 沈 ・ 除 去 し た 際 に 貧 溶 媒 に 抽 出 さ れ 、 そ の 貧 溶 媒 に お い て 硫 黄 化 学 発 光 検
出 器 付 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ で 検 出 さ れ る 成 分 を 指 す 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
得 ら れ た メ タ ク リ ル 系 重 合 体 の 重 合 体 末 端 に 結 合 せ ず 硫 黄 化 学 発 光 検 出 器 付 ガ ス ク ロ マ ト
グ ラ フ ィ で 求 め ら れ る 硫 黄 系 化 合 物 中 の 全 硫 黄 濃 度 を ５ ｐ ｐ ｍ
以 下 と す る 方 法 と し て は 、 連 続 塊 状 重 合 法 や 連 続 溶 液 重 合 法 に お い て 、 未 反 応 の 重 合 性 原
料 を 含 む 揮 発 性 成 分 と 重 合 体 と を 含 む 反 応 液 か ら 、 未 反 応 の 重 合 性 原 料 を 含 む 揮 発 性 成 分
を 脱 揮 押 出 機 や 薄 膜 蒸 発 器 に よ っ て 脱 揮 す る 際 に 低 温 で 脱 揮 す る 方 法 、 高 温 で 脱 揮 さ れ た
重 合 体 や 他 の 製 造 方 法 で 重 合 さ れ た 重 合 体 を 良 溶 媒 で 再 溶 解 後 、 貧 溶 媒 を 用 い て 再 沈 す る
方 法 が 挙 げ ら れ る 。 工 業 的 に 大 量 生 産 す る 場 合 に は 、 低 温 で 脱 揮 す る 方 法 が 好 ま し い 。
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